
他医療機関・介護・福祉・行政・関係機関等との連携

公立病院としての機能

新興感染症、災害医療、へき地医

療など地域医療が維持・継続でき

るよう、必要な機能・体制を整備

新有田市立病院
めざす姿

　現
在
の
市
立
病
院
は
、
経
年
に
よ
る
施
設
設
備
の
老
朽
化
、
度
重
な
る
増
改
築
で
院
内
の
動
線
が

複
雑
で
非
効
率
な
状
態
で
あ
る
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
有
田
医
療
圏
唯
一
の
公
立
病
院

と
し
て
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
が
顕

著
と
な
る
な
か
で
、
将
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
新
病
院
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　安
全
・
安
心
な
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、「
新
有
田
市
立
病
院
基
本
構

想
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各専門診療科が協働して
対応します。新病院では
新たにリハビリテーショ
ン科を新設予定です。

特定の疾患・臓器に限定せず
幅広い診療を行います。状況
から専門診療に繋

つな

ぎます。

何科にかかったら良いか分からないとき、
　　　　　総合診療でなんでも診察します！

迅速に専門診療科へ繋
つな

ぎます！

総合診療

専門診療

耳鼻
咽喉科 外科

整形
外科

循環
器科

麻酔科

泌尿
器科

皮膚科

脳神経
外科

産婦
人科

小児科

眼科

リハ科

在宅療養支援病院の機能

切れ目のない在宅医療と在宅介護

の提供体制を構築し、安心して在

宅療養生活をおくれるよう、機能

充実を図ります。

回復期機能の整備

回復期リハビリテーション病棟を

中心とし、安心して在宅復帰でき

るように医療機能を整備します。

在宅介護機能の強化

在宅で安心して生活できるよう、

生活機能の維持 ･向上を図るため

に訪問看護、訪問 ･通所リハビリ

を行います。

紹介・逆紹介 紹介・急変時
等の受入
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他医療機関・介護・福祉・行政・関係機関等との連携

公立病院としての

新興感染症、災害医療、へき地医

療など地域医療が維持・継続でき

るよう、必要な機能・体制を整備

します。

新有田市立病院
めざす姿

病棟区分 病床数

急性期一般病棟 44床
（感染症病床４床を含む）

地域包括ケア病棟 40床

回復期リハビリ
テーション病棟 40床

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

基本構想

基本設計
実施設計

建設工事

市民の皆様のご意見（パブリックコメント）を受けて

基本構想を策定し、令和８年度の開院をめざします。

　
中
学
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統
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後
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保
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中
学
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跡
地

主
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評
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準

⬇
早
期
に
建
設
、
着
工
で
き
る
場
所

⬇
必
要
面
積
が
確
保
で
き
る
市
有
地

⬇
視
認
性
が
確
保
で
き
る
場
所

⬇
高
度
急
性
期
医
療（
和
歌
山
保
健
医
療
圏
）

　
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所

⬇
災
害
拠
点
病
院
要
件
を
満
た
す
こ
と

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
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だ
さ
い

　
新
有
田
市
立
病
院
基
本
構
想
（
案
）
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
中
で

す
。
基
本
構
想
・
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
、

市
内
各
公
民
館
、
市
役
所
、
市
立

病
院
等
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
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現
在
地
の
建
替
え
を
検
討

△
段
階
的
工
事
で
、
建
設
期
間
が
長
期
化

△
騒
音
、
振
動
等
で
患
者
様
へ
の
負
担

△
運
営
制
限
に
よ
り
医
業
収
益
が
減
少

　
　
　
　↓
移
転
建
替
え
が
望
ま
し
い

② 

建
設
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

◎
市
の
中
央
に
位
置
し
、
医
療
施
設
と
し
て

　
の
視
認
性
が
確
保
で
き
、
救
急
搬
送
な
ど

　
様
々
な
車
両
出
入
り
に
対
応
で
き
る
場
所

◎
国
道
42
号
有
田
海
南
道
路
の
整
備
が
完
了

　
す
る
こ
と
で
、和
歌
山
保
健
医
療
圏
と
の
連

　
携
に
適
し
た
ア
ク
セ
ス
を
確
保
で
き
る
場
所

問

開

　院

協力・連携
急性期後の
患者の受入

紹介・転院

救急医療の充実

軽度・中等度の救急患者等の受入

を行い、断らない救急体制の充実

を図ります。

総合診療と専門診療の融合
特定の疾患 ･臓器に限定せず幅広

い診療を行う総合診療の体制を整

備し、専門診療と協働し、地域ニー

ズに応えます。

保健・予防医療の充実

地域住民がいつまでも健康な生活

がおくれるように、保健予防活動

の支援 ･充実を図ります。


